
日本初「ボトルtoボトル」から世界初「FtoPダイレクトリサイクル」へ
協栄産業グループは、不純物を完全に取り除く新たな再生技術の開発で、これまで不可能とされていた
PETボトルが再びPETボトルに蘇る日本初の「ボトルtoボトル」リサイクルを2011年に実現、翌年にはリ
サイクル樹脂100％のボトルが登場し※１、PETボトルを作る際に新たな石油資源を使う必要がない「究
極の資源循環」を実現しました。
そして2018年、大手飲料メーカーと協働で世界初「FtoP※２ダイレクトリサイクル技術」の開発に成功。
PETフレークから直接PETボトルの原型であるプリフォーム※３を成形できるため、製造・輸送など多くの
工程が必要だった従来の再生法と比較すると、CO2排出量を更に約25％削減できます。
こうした優れた環境効果から、国内からだけでなく海外からも注目を集めています。
※１ メカニカル手法では同社が世界初　　※２ フレークtoプリフォーム　　※３ ペットボトルの原型

「ボトルtoボトル」リサイクルの効果
今、世界では廃プラスチック問題への関心が高まっています。
中でも「海洋プラスチック問題」は、今回見学に来られた高校生の皆さんが研究発表のテーマに取り上
げていた様に、島国である日本では避ける事の出来ない問題です。
日本のPETボトル回収率は、84.6％※１と非常に高い水準にありますが、その内「ボトルtoボトル」による
リサイクルは10％程度となっています。

「ボトルtoボトル」は「ボトルから再びボトルを作ることによって、ゴミを出さないものづくりが出来る」と
いう効果もある為、これを更に推進することが、海洋プラスチック問題解決の一つの手段になるのでは
と、当社では考えています。
※1 PETボトルリサイクル推進協議会　年次報告書2019より

みなさんにもできること
資源の少ない日本ですが、PETボトルという貴重な資源を国内循環することで、石油資源の利用抑制と
温暖化防止だけでなく、海洋ゴミの流出防止にもなります。
飲み終わった後に、キャップを外し、ラベルを取って中を軽く洗う事で、その後に生まれるリサイクル樹
脂の品質が向上し、再びPETボトルに生まれ変わり、皆さんの手元に届ける事が出来ます。
地球環境を守り資源を未来に残す為に、これからもみなさんのご協力をよろしくお願い致します。

『分ければ資源、 混ぜればゴミ』
知っていますか？ PETボトルリサイクル！

協栄産業株式会社

茨城県立水戸第二高等学校

日本有数のPETボトルリサイクル技術を誇る協栄産業グループ。今回、茨城県立水戸第二高等学校のみなさんが、協栄産
業グループの最新工場を訪問し、限りある資源を次世代につなげるため、今の私たちに何ができるかを学んできました。
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回収、リサイクルされたペットボトル
は、様々な工程を経て、身近な製品
に生まれ変わっているということがわ
かりました。中でもペットボトルから
ペットボトルにリサイクルするボトル 
to ボトルは、都市油田を国内で循環
させるだけでなく、CO2 の排出量を
削減することができると知りました。
また、私たちが今まで使ったペットボトルは再利用されたも
のだったかもしれないと思い、以前よりリサイクルに対して
意識するようになりました。

室内研修

工程説明

技術説明

工場視察

古澤社長（右）と一緒に記念写真

高校生
感想

平本真麻さん 

ペットボトルからペットボトルへのリサ
イクルには高度な技術が必要なこと
や、様々な場面でペットボトルからリ
サイクルされたものが使われているこ
とを知りました。今まで知らなかった
ことがもったいないくらい、すばらし
い技術だと思いました。これを日本中、
世界中の人々に知ってほしいです。
私の住んでいる地域では、ペットボトルの分別がまだ不十分
です。私の家も例外ではありません。この経験を機に、しっ
かりと分別に努めようと思います。

軍司凛々子さん 

資源循環の重要性と難しさを学ぶこと
ができました。私は、ペットボトルを
使えば使うほどプラスチックゴミが増
え、環境に悪影響を与えるのではな
いかと考えていましたが、使用済みの
ペットボトルをリサイクルし、ペットボ
トルに再生することでゴミを出さずに
済むということを知り驚きました。し
かし、全てのペットボトルがリサイクルされているわけでな
く課題も多いのだと聞き、完全な循環型社会を実現するこ
とはとても難しいことだと感じました。

石井綾佳さん 

この研修を通して、プラスチックの有
用性を大きく感じました。私は今まで
もっとプラスチックをリサイクルするべ
きだと思っていましたが、日本のリサ
イクル率は 85％だということを知り
驚きました。捨てられ燃やされること
の多い紙などとは違い、もはやプラス
チックはリサイクル可能な素晴らしい
ものです。プラスチックを有効的に使うために、一人ひとり
の意識、正しい認識、ペットボトルの循環が当たり前になる
ことが大切だと思いました。

齋藤愛理さん 

高校生活動発表

活動発表１
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SGホールディングス株式会社
SG ホールディングスグループは佐川急便を中核に持つ総合物流企業グループであり、
デリバリー、ロジスティクスおよび不動産などの事業分野でビジネスを展開しています。
約27,000台の車両を使用し、グループ全体では約41万t （2018年度）のCO2を排出している物流事業者として、
環境に与える影響の軽減に取り組むことは大きな責務であると考えています。

誌上研修  ～企業の環境活動を学ぶ～

SG ホールディングスグループの環境への取り組み〈主な事例〉

私たちと SDGs との関わり

気候変動に関する取り組み
◆ サービスセンターの設置
　佐川急便は、トラックなどを使用せず台車や自転車などで集配を行う「サービスセ
ンター（SC）」を全国に331か所設置しています。１か所当たり３～５台の車両使用
を抑制でき、全センター合計では車両約1,500台分のCO2や大気汚染物質を排出削減
しています。
　2019年３月より集配用電動アシスト自転車「TRIKE CARGO」を試験的に導入し
ており、従来の４倍となる150㎏（軽トラック積載量の３分の１）まで荷物を積載す
ることができます。

資源循環に関する取り組み
◆ 環境配慮型物流施設
　SGリアルティでは、電力の安定供給と環境負荷低減につながる物流施設の開発を
行っており、現在、太陽光発電設備のあるグループの配送拠点・流通センターは全国
に99施設あります。
　パネルの設置総面積は197,273m²、2018年度の年間総発電量は27,506MWhに
のぼります。
　また、2018年２月に竣工したSGリアルティ和光においては、最新の自家消費型太
陽光発電システムを導入しており、太陽光パネルによる自然エネルギーの創出によっ
て、年間エネルギー消費量の実質ゼロを実現しています。

SG ホールディングスグループは、総合物流企業グループとして、事業を通じた社会課題解決を図り持続的な成長を目指しています。
2019 年度からの３年間に向けた中期経営計画「Second Stage 2021」では、重点施策のひとつとして「SDGs への貢献」を掲げました。
また、CSR 重要課題として７課題を特定し、それぞれのテーマに沿ってグループ各社で取り組みを推進しています。

サービスセンター

SGリアルティ和光

◆ 7 つの重要課題 と SDGs への貢献
当社グループの運送事業による年間総走行距離は日本国内だけでも約4.2億キロメートル、保有車両は約
27,000台に上ります。交通事故などのインパクトを最小化することは、この事業に携わる者の責務です。
SDGsで掲げられている「2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる」という目標に対し
て取り組んでいきます。

当社グループでは、物流事業を通じて車両や物流施設での各種設備によるエネルギー使用が環境に影響を与
えていることから、「7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、「13 気候変動に具体的な対策を」に対して
取り組んでいきます。

SGホールディングスは、ユースの環境活動を応援しています。

安心・安全な
サービスの提供

環境に配慮した
事業推進

当社グループは、多くの人が関わる物流ビジネスを主として営んでおり、一人ひとりのモチベーションの維
持・向上は重要な課題です。また、男性比率の高い職場が多いことから、「5 ジェンダー平等を実現しよう」、「8 
働きがいも経済成長も」に対して取り組みます。

個性・多様性を
尊重した組織づくり

物流の効率化やテクノロジーの活用により、「9 産業と技術革新の基盤をつくろう」、「11 住み続けられるまち
づくりを」、「13 気候変動に具体的な対策を」に貢献します。

総合物流ソリューション
による新しい価値の創造

国内外の様々な地域で事業を展開している企業グループとして、環境・経済・社会の観点から総合的にSDGsの
実現に向けた取り組みを行っていきます。地域社会への貢献

約16,000社のビジネスパートナーとの連携において、人権や安全面に配慮したお取引はもちろんのこと、環
境面や地域への貢献など多方面において協力しながら、ともにSDGs全体の達成に貢献していきます。

サステナブル調達
の推進

経営基盤となる「コーポレートガバナンス」「コンプライアンス」「リスクマネジメント」は、事業活動すべてにつ
ながる重要課題です。持続可能な経営体制の構築への取り組みを通じてSDGs全体の達成に貢献します。

責任ある経営基盤
の構築

15 16全国ユース環境ネットワーク 全国ユース環境ネットワーク

1．交通安全 ……………  16P
2．労働安全衛生 ………  20P
3．品質 …………………  23P

1．気候変動 ……………  28P
2．資源循環 ……………  32P

 …………  37P

1．地域貢献 ……………  61P
2．外郭団体 ……………  65P

理・啓発 ……… 67P

 … 71P
 ………… 72P

3． 、
　 　情報  ……… 74P


